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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

近年の機能的 MRI(fMRI)研究で、脳領域間の自発性同期活動によって、ス

モールワールド性を持つ脳の機能的ネットワークが形成され、全脳レベルで

情報伝達効率が高い状態が維持されていることが明らかになった。しかしな

がら、このスモールワールドネットワークの、脳の状態に応じた変化、特に

意識水準に応じた変化については十分に解明されていない。 

 

本研究では、脳の機能的ネットワークの構造が、覚醒状態と睡眠段階1で、

意識水準に応じて変化するかを検証するため、脳波と安静時 fMRI の同時計

測を行った。全脳の機能的ネットワークを、3781 カ所の関心領域を用いて、

高解像度でモデル化し、グラフ理論を用いてその特徴を解析した。睡眠段階

1 では、覚醒状態に比べて、経路長で評価される機能的ネットワークの情報

伝達効率が低下していた。この変化は、全脳レベルだけではなく、特定の脳

領域においても認められ、その多くはデフォルト・モード・ネットワークに

属していた。 

 

本研究の結果は、脳の機能的ネットワークの構造は動的に変化し、意識水

準が高い覚醒状態では、情報統合に適した構造に保たれていることを示唆し

た。また、デフォルト・モード・ネットワークが、意識に必要な脳領域間の

情報統合に重要な役割を担っていることが示唆された。 

 

 以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるもの

と考えられる。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方

法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的な

観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を

行い、おおむね満足すべき回答を得たため、調査委員合議の結果、

試験は合格と決定した。 
 

 


